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　オバマ・アメリカ大統領は、今年４月、日本に原爆を投下したのは過ちであった、同義的責任を感じると、プラハ
で演説しました。９月には、国連で核兵器廃絶を世界各国に提案しました。歴代のアメリカ大統領で核軍縮を言って
も、核兵器廃絶を宣言した大統領はいません。ましてや原爆投下の過ちを表明した大統領はいません。被爆国として
また平和憲法を持つ国民として大歓迎です。 唯一の軍事・政治・経済大国のアメリカが核兵器廃絶を
決意すれば反対する国はありません。これまでアメリカは世界の世論に背を向けて「核兵器先制攻撃」の脅しを戦略
にしてきました。天と地のちがいです。世界は核兵器廃絶の入り口に立ったのです。 ヨーロッパで、
アジアで、南米で「戦争と貧困をなくし平和で豊かな生活を」求めて時代の流れを大きくしています。戦争を放棄し
た、平和憲法を持つ国民と日本政府の役割が世界の人々から求められています。憲法９条が世界に広がり始めました。
私たちもさらに頑張ります。この事が本当の国際貢献の道です。
　私たちは広くこの事を県民にアピールするために、下記の要領で新聞意見広告を出す事にいたしました。ひとりで
も多くの方が、ひとつでも多くの団体がご賛同していただけるようお願い申し上げます。

１．12月 8日付、朝日新聞朝刊に掲載します．但し賛同者・団体の名前は紙面の都合で掲載
できません．後日、意見広告と賛同者名・団体名の入ったものを印刷してお届けします．

２．内容は憲法を活かす立場から核兵器廃絶を中心に検討します．
３．賛同費：個人１人・１口　１０００円．　団体賛同１口　３０００円．
４．第１次締め切り日：11月 30日．最終締め切り：12月 7日とします．
５．申し込み先：茨城県平和委員会　〒 310-0912　水戸市見川 5-127-281

　　　　 ＴＥＬ／ＦＡＸ： へお願いします．
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